
流量とSS負荷量の関係（上川沿）
夏期出水時は
平水時と同じライ
ンにのらない

平水時と出水時の関係式を併用して
年間負荷量を算出
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ライジングステージ・サンプラーによる降雨増水時の
河川採水と濁り負荷量の評価
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研究の背景

研究の内容･成果

流域界

サロマ湖
オホーツク海

能取湖

網走湖

国土数値情報「流域界・非集水域データ」「行政区域データ」「河川デ
ータ」を加工して作成。背景図は地理院タイル（標準地図）による。

研究対象地
・近年、台風の上陸や局所的な豪雨が増加傾向にあ

ります。ホタテ養殖など沿岸漁業が盛んな地域では、

増水に伴う濁水発生による影響が懸念されています。

・濁り（SS：粒径2mm～1μm)は、平常時と出水時で

著しい濃度差があるため、負荷量※を正確に算出する

ためには出水時の観測が重要とされています。

・出水時に多地点で連続採水することは難しいため、

国内では、濁度センサーによる計測が多く採用され

てきました。しかし、高濃度での測定誤差が大きく

なるなどの課題も指摘されています。

※負荷量（流出量）＝濃度×流量×時間

・濁水の実測に有効とされるライジングステージ・サンプラー

（RSS）により増水時の濁りを正しく測定し、平水時の観測と

併用することで、年間の負荷量を求めることを目的としました。

・RSSはアメリカ地質研究所（USGS）で考案された採水器で、

水位上昇に応じて自動採水する装置です。今回は外径89mm塩

ビ管（ VU75）の中に 300mlのポリボトルを６段縦列に配置し

たRSSを自作し、常呂川流域の5地点で夏期出水時の採水を行

いました。試料から得られたSS濃度に流量を乗じて負荷量を

算出し、年間どのくらいの量の濁りが流出するか評価しました。

各地点のSSの年間負荷量

ライジングステージ・サンプラーによる採水

下流域でＳＳ（濁り）急増

・流域面積が1930㎞2と広大な常呂川では、勾配が緩くなる下流域で河床内に土砂が貯留されやすく、

出水の規模に応じて再移動している可能性が示唆されています。出水時のデータ蓄積を図ることは、

こうした土砂の挙動を明らかにするうえでも重要です。

・出水時SSの関係式を併用して計算した年間負荷

量は、平水時（公共用水域水質測定データ）の関

係式のみで計算した値の2～10倍になり、とくに

下流地点で差が大きくなりました。
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研究方法

令和2年　北海道森づくり研究成果発表会要旨集 (http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/kanko/kiho/kihor02.htm)
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